
 

  

県立皆野高等学校「学校通信 皆高 TIMＥS」地域へ発信  平成29年度 第1２号（特別号） 

祝  第４回みなの美の山さくらマラソン 
競技補助役員ボランティア、大会アーチ作製ボランティア、販売実習バーガー出店 で本校参加 

 

 

 

 

 

                     

地元の特産物（ジビエ）を商品化「激推
げきおし

 イノシカバーガー」 

対面販売の実習で、商品と商業の魅力を伝える！！ 
 

 皆高の新たな魅力の誕生です。「激推
げきおし

 イノシカバーガー」が商品開発され、世に出ました。売
れ行きも絶好調！問合せも多数寄せられています。商品名も中々良いものとなりました。皆高生
が地域の資源（高級食材ジビエ）を活用し、地元企業の皆様の協力を受け、約半年間の月日をか
けて商品開発しました。１月２１日（日）ヤマブ宝登山売店、２７日（土）秩父駅地場産センタ
ー、２月３日（土）道の駅ちちぶ、１０日（土）尾ノ内渓谷氷柱会場、１７日（土）矢尾百貨店、
１８日（日）秩父みやのかわ絆バザールと、対面での販売実習を実施してきました。販売合計は
６５０個を超えています。生徒の頑張りが認められていると思います。 
 この取組は、地域の特産物を生かした商品開発を進めようと、約 6 か月間をかけ、地元企業 3
社（新井武平商店、肉の宝屋、菓子工房橋本）の全面的なご支援、ご協力で実現しました。本校
の担当は、2 年生の選択授業「マーケティング」（13 名）の生徒達でした。 
 この授業では、売れる商品を開発するために、企業からの経営戦略の講義から始まり、アイデ
アの絞り込み、複数回の市場調査や試作品づくりなど、全員参加で試行錯誤を繰り返し、商業の
源である「冒険」を体験しました。「地元の魅力を多くの人に知ってもらえる商品とはどんなも
のなのか」答えのない課題に対して授業を進め、生徒のやる気を引き出す手法で取り組ませ、こ
の商品化は先生方の生徒に対する接し方や指導法の成果でもあると考えています。ゼロからの新
商品を生み出すことは、商業の醍醐味です。全員の意欲と行動で地域の特産物に光を当てること
ができました。現在は「いつ、どこで売るか、どう売るか」など、お客様の気持ちになり、様々
な工夫と苦労が続いています。こういうことが授業の中で学べる商業高校は、あらためて素敵な
学校だと感じています。 
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皆野高校 「激推 イノシカバーガー」 
生徒による 

今後の販売実習予定 
３月１１日(日) 10:00～ 多豆（コワーキングスペース）秩父市道生町（秩父駅より徒歩５分)   
３月１７日(土) 9:00～ ベルク影森店 
３月１８日(日) 10:30～ ベルク東町店 
３月２４日(土) 秩父鉄道イベント列車で車内販売（桜沢－秩父間下り列車内）皆野駅発 12:40 

〃    11:00～ 秩父鉄道長瀞駅前      詳細は、本校 HP をご覧ください！ 


